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────────────────────────────── 

10時00分開議 

○議会事務局長（太田美和君）  起立願います。礼。おはようございます。着席願います。 

 お手元に昨日行いました議長、副議長、一部事務組合等の選挙結果と本日の議事日程第２号を

お配りしておりますので御確認をお願いいたします。 

○議長（古賀ひろ子君）  改めまして、おはようございます。本日の会議を開きます。 

 欠席届が、１０番、白水議員から出ておりますので御報告いたします。 

 なお、本日、本会議終了後、写真撮影を行い、その後に議会運営委員会、全員協議会を開催す

る予定であります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．町長の提案総括説明 

○議長（古賀ひろ子君）  日程第１、町長の提案総括説明についてを議題といたします。 

 町長より本定例会に提案されました案件は、人事案１件、町民憲章制定案１件、町道路線認定

案１件、工事請負契約案１件、条例案２件、予算案１０件の計１６件であります。 

 町長の提案総括説明を求めます。安川町長。 

○町長（安川茂伸君）  皆さん、おはようございます。よろしくお願いします。 

 令和４年３月宇美町議会定例会に当たりまして、議案の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議会に提案しております議案は、人事案件１件、町民憲章制定案件１件、町道路線の認定案

件１件、工事請負契約案件１件、条例案件２件、予算案件１０件の計１６件であります。 

 諮問第１号の人権擁護委員候補者の推薦については、人権擁護委員の候補者として吉村龍行氏

を推薦することについて、人権擁護委員法の規定により、議会の意見を求めるものであります。 

 議案第４号の宇美町町民憲章を制定することについては、ふるさとを愛する心を育むため、宇

美町町民憲章を定めることについて、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５号の町道路線の認定については、岩長浦１号線を認定するため、道路法の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 
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 議案第６号の工事請負契約の締結については、令和３年度宇美町立中央公民館及び宇美町住民

福祉センター改修工事について、令和４年２月２２日に指名競争入札を執行し、３月１日に落札

者である西村建設株式会社宇美営業所と仮契約を締結したところであります。 

 なお、請負契約金額は１億２,０４５万円となるものです。 

 議案第７号の宇美町国民健康保険税条例の一部を改正する条例については、全世代対応型の社

会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、世帯に未就学児

がある場合において、当該世帯の世帯主に対して賦課する被保険者均等割額について、所要の規

定を整備する必要があるため、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第８号の宇美町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例については、人事院

規則１９─０（職員の育児休業等）が改正されることに伴い、非常勤職員の育児休業等について、

所要の規定を整備する必要があるため、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第９号の令和３年度宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ７００万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ４億７,０４７万９,０００円とするものです。 

 補正の主な内容は、決算見込みに伴う歳入予算の整理と、後期高齢者医療広域連合納付金の額

の確定に伴う整理を中心としたものです。 

 議案第１０号の令和３年度宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ５,３１５万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ４１億７,８７８万４,０００円とするものです。 

 補正の主な内容は、決算見込みに伴う各費目の整理と、国、県の支出金等の額の確定に伴う整

理を中心としたものです。 

 議案第１１号の令和３年度宇美町上水道事業会計補正予算（第４号）は、決算を見通した所要

の補正を行っております。収益的収支の収入で３２９万１,０００円増額補正して７億９,８１４万

８,０００円に、支出で１,３０７万１,０００円を減額補正して７億５,２０１万円としておりま

す。 

 また、資本的収支の収入では、下水道事業に伴う配水管布設工事補償費等で２０６万３,０００円

を減額補正して５,９３０万４,０００円に、支出では、量水器購入費で２００万円減額補正して、

２億８,５４２万９,０００円としております。これにより、今年度の純利益は３,８８７万円余

となり、年度末の資金残は５億３,９７８万円余を見込んでいるものでございます。 

 議案第１２号の令和３年度宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第２号）は、決算を

見通した所要の補正を行っております。収益的収支の収入で１２５万円増額補正して９億

７,１２９万４,０００円に、支出で３８万円減額補正して９億３０６万５,０００円としており
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ます。 

 また、資本的収支の収入において、企業債等で７３９万３,０００円減額補正して、５億

５,３７１万２,０００円に、支出では、流域下水道建設負担金等で５１５万５,０００円減額補

正して、８億３,１３８万３,０００円としております。これにより、今年度の純利益は

７,６７４万円余となり、年度末の資金残高は１,２０７万円余を見込んでいるものでございます。 

 議案第１３号の令和３年度宇美町一般会計補正予算（第１１号）は、歳入歳出それぞれ

１,４０８万５,０００円を減額し、予算総額を１５２億７,４８８万７,０００円とするものです。 

 本補正予算は、新型コロナウイルス感染症の影響により不用となった経費の減額や、令和３年

度の決算を見通した各事務・事業費の整理及び庁舎建設等基金費、国民健康保険特別会計繰出金、

障害者自立支援給付事業費、新型コロナウイルスワクチン接種事業費の増額が主なもので、繰越

明許費、債務負担行為及び地方債の補正を併せて提案しております。 

 歳出では、ふるさと宇美町応援寄附事業費４,９８５万９,０００円、事業継続支援金給付事業

費１,００１万１,０００円、介護保険関係経費５,０３４万８,０００円、低所得の子育て世帯生

活支援特別給付金支給事業費２,４２２万９,０００円、保健衛生事業費１,０７１万２,０００円、

ごみ処理事業費３,２９４万７,０００円、リサイクルセンター管理費１,８９０万２,０００円、

都市計画街路整備事業費５,２１６万７,０００円などの減額を行う一方、庁舎建設等基金費１億

１,９９９万４,０００円、国民健康保険特別会計繰出金４,８８７万３,０００円、障害者自立支

援給付事業費４,２１９万３,０００円、新型コロナウイルスワクチン接種事業費３,２４２万

７,０００円などの増額を行っております。 

 歳入では、国庫支出金の臨時特別給付金負担金４,２３０万５,０００円、公共土木施設災害復

旧事業費負担金７,９６５万４,０００円及び新型コロナウイルスワクチン接種事業費補助金

５,８９７万６,０００円、ふるさと宇美町応援寄附金１億３,０００万円、町債の公共事業等債

５,３３０万円、臨時財政対策債１億４,０３６万６,０００円の減額を行う一方、町民税

４,７６８万７,０００円、町たばこ税１,５００万円、法人事業税交付金２,６２３万

３,０００円、地方交付税２億１,７４５万６,０００円、国庫支出金の新型コロナウイルスワク

チン接種対策費負担金９,０５４万８,０００円、地方創生臨時交付金１,８０７万５,０００円、

県支出金の障害者福祉費負担金１,０６１万６,０００円、農業振興費補助金２,１３０万円など

の増額を行っております。 

 議案第１４号の令和４年度宇美町後期高齢者医療特別会計予算は、歳入歳出それぞれ５億

７０５万１,０００円とするもので、前年度と比較すると約６.２％、２,９５６万３,０００円の

増額となっています。 

 歳出の主な内容は、後期高齢者医療広域連合納付金で、４億９,１１９万９,０００円を計上し
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ております。 

 歳入の主な内容は、後期高齢者医療保険料で、広域連合算定の保険料見込額により、特別徴収

９,６８８万１,０００円、普通徴収２億４,９１４万６,０００円を計上しております。 

 議案第１５号の令和４年度宇美町国民健康保険特別会計予算は、歳入歳出それぞれ３９億

５,６４４万円とするもので、前年度と比較すると約１.６％、６,３８０万２,０００円の増額と

なっています。 

 歳出の主な内容は、保険給付費で、被保険者の医療給付に係る経費を過年度の実績を基に推計

し、総額で前年度と比較すると約２.５％、６,８３５万３,０００円増の２８億４,１０９万円、

国民健康保険事業費納付金として１０億１,０１９万円を計上しています。 

 歳入の主な内容は、国民健康保険税で、一般被保険者及び退職被保険者等の保険税について、

それぞれ医療給付費分、後期高齢者支援金等分及び介護納付金分の調定見込額に予定収納率を乗

じて算出し、７億１,７４８万４,０００円、県支出金は、保険給付費に対する普通交付金が主な

もので、２９億１３９万３,０００円を計上しています。 

 議案第１６号の令和４年度宇美町上水道事業会計予算は、総給水戸数１万４,７２４戸、年間

総配水量３２７万７,０００立方メートルを業務の予定量とし、予算編成を行っております。 

 収益的収入では、前年度比１,０１２万３,０００円増の８億７２１万３,０００円を予定して

おり、支出では人件費、物件費、受水費などの経常経費と減価償却費等で７億８,２５３万

１,０００円を予定しております。 

 資本的収支では、収入において下水道事業に伴う配水管布設替工事補償費等で６,４１３万

６,０００円を計上しており、支出では企業債元金償還金及び配水管工事、上水道施設工事など

投資的経費として３億７,２９１万１,０００円を予算計上しております。 

 なお、令和４年度における収支は１,１３５万円余の純利益、年度末の資金保有額は４億

５,６３８万円余を見込んでおります。 

 議案第１７号の令和４年度宇美町流域関連公共下水道事業会計予算は、総処理戸数１万

３,１８９戸、年間総処理水量２６８万立方メートルを業務予定量とし、予算編成を行っており

ます。 

 収益的収入では、前年度比４,３８４万７,０００円減の９億２,６１９万７,０００円を予定し

ており、支出では人件費、多々良川流域下水道事業維持管理負担金など経常経費と減価償却費、

企業債利息等で、８億７,８０６万４,０００円を予定しております。 

 資本的収支では、収入において国庫補助金、企業債、一般会計繰入金、受益者負担金で５億

７,３２２万円を計上しており、支出では企業債償還金、下水道事業費等、投資的経費として

８億８,３１４万８,０００円を計上しております。 
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 なお、令和４年度における収支は４,９６３万円余の純利益、年度末の資金保有額は１,２１９万

円余を見込んでおります。 

 議案第１８号の令和４年度宇美町一般会計予算は、歳入歳出それぞれ１１７億１,８７１万

１,０００円とするもので、前年度と比較すると約１.３％、１億５,４６０万４,０００円の減額

となっております。 

 本年度の予算編成につきましては、義務的経費を中心に編成した骨格予算とし、政策的及び投

資的経費は補正予算にて対応することとしております。 

 義務的経費を中心に編成したいわゆる骨格予算でありますので、前述のとおり、前年度と比較

して減額となっております。主な要因は、庁舎維持管理費及びふるさと宇美町応援寄附事業費、

道路橋りょう維持管理費、流域関連公共下水道事業会計繰出金の減額等によるものです。 

 歳出につきましては、議会費は９,６６９万円とし、議員報酬等、事務局職員人件費、議会運

営経費を計上しております。 

 総務費は、１３億４,３２３万８,０００円とし、総務管理費の一般管理費では、総務関係職員

人件費、人事秘書関係経費、福利厚生・職員研修費、庁内共通事務関係経費などを計上していま

す。文書広報費では、広報広聴事業費などを計上し、これらのほか財政管理費、会計管理費、財

産管理費、企画費、電子計算費、自治振興費、交通安全対策費、防犯対策費などを計上していま

す。徴税費では、税務事務に携わる関係職員人件費、税務事務関係経費などの税務総務費のほか、

賦課徴収費を計上しています。戸籍住民基本台帳費では、関係職員人件費、戸籍住民基本台帳管

理費など、選挙費では、選挙管理委員会費、県知事・県議会議員選挙費、参議院議員通常選挙費

など、統計調査費では、指定統計費などを計上しています。また、監査委員費では、監査事務関

係経費を計上しています。 

 民生費は、５１億１,６９７万４,０００円とし、社会福祉費では、社会福祉関係の事務事業費

であります社会福祉総務費や国民健康保険事業費、障害者福祉費、高齢者福祉費、高齢者福祉施

設費、介護保険事業費、後期高齢者医療費を計上しています。児童福祉費は、児童福祉総務費、

児童手当費、ひとり親家庭等医療費、放課後児童健全育成事業費などの子育て支援事業費、保育

園費、児童福祉施設費などを計上しています。 

 衛生費は、１４億６,７０５万４,０００円とし、保健衛生費では、保健衛生総務費、新型コロ

ナウイルスワクチン接種事業費を含む予防費、環境衛生費、福岡地区水道企業団出資金などの上

水道費を、清掃費では、清掃総務費、美化推進費、塵芥処理費、し尿処理費を計上しています。 

 労働費は、１,９３８万６,０００円で働く婦人の家運営経費を計上しています。 

 農林水産業費は、９,８２３万５,０００円とし、農業費では、農業委員会費、農業総務費、農

業振興費、農地費を、林業費では、林業総務費、森林機能保全事業費などの林業振興費を計上し
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ています。 

 商工費は、４,３０４万６,０００円とし、商工総務費、商工業振興費、観光費、消費者行政推

進費を計上しています。 

 土木費は、８億１,４４１万８,０００円とし、土木管理費では、土木総務費を、道路橋りょう

費では、道路橋りょう総務費、道路橋りょう維持費を、河川費では、河川総務費を、都市計画費

では、都市計画総務費、街路事業費、流域関連公共下水道事業会計繰出金に係る公共下水道費や

公園費などを、住宅費では、住宅管理費を計上しています。 

 消防費は、４億７,０４６万３,０００円とし、常備消防費、非常備消防費、消防施設費、防災

対策費、災害対策費を計上しています。 

 教育費は、１２億１,０１７万６,０００円とし、教育総務費では、教育委員会費、事務局費、

就学援助事業費などの教育支援事業費を計上しています。小学校費では、５つの小学校の学校管

理費と教育振興費を、中学校費では、３つの中学校の学校管理費と教育振興費を、幼稚園費では、

施設等利用給付費を計上しています。社会教育費では、社会教育総務費、青少年教育費、人権教

育費、公民館費、図書館費、社会教育施設費、文化財保護費、歴史民俗資料館費などを、保健体

育費では、保健体育総務費、体育施設費、学校給食費を計上しています。 

 災害復旧費は、１,９２０万円とし、農林業施設単独災害復旧費、公共土木施設等単独災害復

旧費、公共土木施設等補助災害復旧費を計上しています。 

 公債費は、９億９,９８３万１,０００円を計上しております、前年度と比較すると、元金

５,０３９万４,０００円の増額、利子６４８万５,０００円の減額となっております。 

 次に、歳入でございますが、まず、自主財源につきましては、町税３６億７,０８０万

７,０００円、分担金及び負担金６,７６７万７,０００円、使用料及び手数料２億２９４万

５,０００円、財産収入１,２８７万７,０００円、寄附金３億円、繰入金１,１５０万

９,０００円、繰越金１億３,０００万円、諸収入２億７,１７５万９,０００円であり、自主財源

の総額は、４６億６,７５７万４,０００円となり、構成比は３９.８％となっています。また、

依存財源は、地方譲与税９,４２８万円、株式等譲渡所得割交付金１,８００万円、法人事業税交

付金３,８００万円、地方消費税交付金７億９,１００万円、地方特例交付金４,０３４万円、地

方交付税２５億７,３６３万６,０００円、国庫支出金１９億２,９２２万１,０００円、県支出金

１１億１０２万２,０００円、町債４億３,４８０万円などであり、総額は７０億５,１１３万

７,０００円となっており、構成比は６０.２％となっています。 

 以上で、提案総括説明を終わりますが、それぞれの議案が議題となりました時には、担当者よ

り詳細に説明させていただきますので、議決いただきますようお願い申し上げます。よろしくお

願いします。 
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○議長（古賀ひろ子君）  終わりましたので、町長の提案総括説明を終結します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．特別委員会設置及び選任並びに付託 

○議長（古賀ひろ子君）  日程第２、特別委員会設置及び選任並びに付託についてを議題といたし

ます。 

 お諮りします。議長を除く１１名の委員で構成する当初予算審査特別委員会を設置し、議案第

１４号から第１８号までの当初予算案５件は、当初予算審査特別委員会にそれぞれ付託して審査

することにしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  異議なしと認めます。したがって、議長を除く１１名の委員で構成する

当初予算審査特別委員会を設置し、議案第１４号から議案第１８号は当初予算審査特別委員会に

付託して、審査することに決定いたしました。 

 お諮りします。当初予算審査特別委員会の委員長に８番、黒川議員、副委員長に７番、入江議

員を選任したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  異議なしと認めます。したがって、当初予算審査特別委員会の委員長に

８番、黒川議員、副委員長に７番、入江議員を選任することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議会改革調査特別委員会設置及び選任 

○議長（古賀ひろ子君）  日程第３、議会改革調査特別委員会設置及び選任についてを議題といた

します。 

 議会事務局長をして内容の朗読をさせます。太田議会事務局長。 

○議会事務局長（太田美和君）  日程第３、議会改革調査特別委員会設置及び選任について。 

 名称、議会改革調査特別委員会。設置の根拠、宇美町議会基本条例第４条第２項及び宇美町議

会委員会条例第４条。目的、議会の信頼性を高めるため、分権と自治の時代にふさわしい地方議

会の在り方について調査研究し、不断の改革に取り組むため。委員の定数、議員全員で１２名。

設置期間、令和４年３月９日から議員の任期の終了まで。 

 以上です。 

○議長（古賀ひろ子君）  お諮りします。議会改革の推進を目的として、議員全員の１２名で構成

する議会改革調査特別委員会を設置したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  異議なしと認めます。したがって、議会改革調査特別委員会を設置する
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ことに決定いたしました。 

 なお、本特別委員会の任期は、本日から議員の任期終了までとし、閉会中の継続審査を行うこ

とにしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  異議なしと認めます。したがって、任期は本日から議員の任期終了まで

とし、閉会中の継続審査を行うことに決定いたしました。 

 お諮りします。議会改革調査特別委員会を開催し、正副委員長の互選を行うため、ただいまか

ら暫時休憩にしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  異議なしと認めます。 

ただいまから暫時休憩に入ります。 

10時33分休憩 

……………………………………………………………………………… 

10時43分再開 

○議長（古賀ひろ子君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 休憩中に議会改革調査特別委員会を開催し、委員長に４番、丸山議員、副委員長に２番、安川

禎幸議員と決定されましたので御報告いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（古賀ひろ子君）  以上をもちまして、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会することにいたしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  異議なしと認めます。 

本日はこれで散会いたします。 

○議会事務局長（太田美和君）  起立願います。礼。お疲れさまでした。 

10時44分散会 

────────────────────────────── 


